
1 

 

令和６ 年度第２ 回下野市行政改革推進委員会 

 

日時    令和６ 年１ １ 月１ 日（ 金）  午前９ 時０ ０ 分から 午前１ １ 時４ ０ 分 
出席委員  中村会長祐司会長、 金田幸子委員、 柳澤正弘委員、 川俣一由委員、  

小林政則委員、 太田芳一委員、 髙橋志津子委員 

欠席委員  野田善一委員、 平井勲委員、 中西稔委員 

市側出席者 ①伊澤総合政策部長、 川俣総合政策課長、 森口課長補佐 

②荻原健康福祉部長、 大山センタ ー長、 伊澤課長補佐 

③荻原健康福祉部長、 浅香子育て応援課長、 篠原課長補佐 

④伊澤産業振興部長、 関商工観光課長、 津野田主幹 

⑤高山教育委員会次長、 石島学校教育課長、 青木主幹 

（ 事務局） 伊澤総合政策部長、 川俣総合政策課長、 早乙女課長補佐、 漆原副主幹、 津田副主幹 

公開・ 非公開の別  公開 

傍聴者     1 名 

議事録作成日  令和６ 年１ １ 月６ 日 

 

○次第 

１  開会       

２  会長あいさ つ 

３  議事       

（ １ ） ヒ アリ ングの実施方法について  資料１ －１ ～１ －３  

（ ２ ） 行政評価市民評価事業ヒ アリ ング 

① 基幹系シス テム管理事業  資料２ －１  

② 養育支援訪問事業   資料２ －２  

③ 特別保育補助事業   資料２ －３  

④ 道の駅し も つけ修繕・ 拡張事業 資料２ －４  

⑤ 児童生徒就学援助費事業  資料２ －５  

（ ３ ） 全体協議 

（ ４ ） その他 

４  閉会    

 

 

○開会 

川俣課長： 令和６ 年度第２ 回下野市行政改革推進委員会を開会し ま す。  

 

○会長あいさ つ 

中村会長： 皆さ んおはよ う ございま す。 非常に早く から あり がと う ございま す。 ２ 回に分けて

10 事業について市民評価を行いま す。 選定のプロ セス を本当に丁寧にやっていただ

き ま し て、 こ う いう 場が整いま し た。 今日は長丁場ですが、 1 事業 30 分く ら いで進

めま す。 ぜひ、 判定する ためにいろいろな質問、 やり と り をし ていけたら と 思いま

す。 数多い自治体の中で、 こ れほど丁寧に事前の選定から 行い、 行政の担当の方たち

と のやり と り も 含めて大変あり がたい機会だと 思いま す。 精一杯進行を務めさ せてい

ただき ま すので、 今日はよ ろし く お願いし ま す。  

 

川俣課長： それでは議事に入り たいと 思いま す。 行政改革推進委員会条例第６ 条によ り 会長が

議長になる と し ており ま すので、 以降の議事進行につき ま し ては、 中村会長にお願い

いたし ま す。  

 

中村会長： 早速議事に入り たいのですが、 その前に会議成立確認と 、 会議の公開、 会議録署名

についてお諮り し ま す。 本日の欠席委員は３ 名です。 委員数１ ０ 名のう ち、 過半数以
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上の委員が出席し ていま すので、 こ れは下野市行政改革推進委員会条例第６ 条第２ 項

の規定によ り 会議は成立と なり ま す。  
傍聴者はいま せん。 今回の会議録署名人委員に川俣委員と 小林委員を指名いたし ま

す。 署名人の方は、 本日分の会議録に署名し ていただく こ と になり ま すのでよ ろし く

お願いいたし ま す。  

 

（ １ ） ヒ アリ ングの実施方法について 

中村会長： ヒ アリ ングの実施方法についてです。 事務局よ り 説明をお願いし ま す。  
【 事務局よ り 資料１ について説明】  

 

中村会長： 何か質問等ございま すか。  

（ 質問なし ）  

 

※こ こ で傍聴人 1 名入室 

 

（ ２ ） 行政評価市民評価事業ヒ アリ ング 

中村会長： それではヒ アリ ングに入り ま す。 「 基幹系シス テム管理事業」 について説明をお願

いし ま す。  

【 総合政策課よ り 資料２ －１ について説明】  

 

中村会長： あり がと う ございま す。 それでは、 ただ今の説明を踏ま えて、 委員の皆様から 質問

はございま すか。  

 

中村会長： 20 業務と は？ 

森口補佐： 児童手当、 子ども 子育て支援、 住民基本台帳、 戸籍の附票、 印鑑登録、 選挙人名簿

管理、 固定資産税、 個人住民税、 法人住民税、 軽自動車税、 戸籍、 就学、 健康管理、

児童扶養手当、 生活保護、 障害者福祉、 介護保険、 国民健康保険、 後期高齢者医療、

最後に国民年金になり ま す。  

 

太田委員： 今の２ ０ 業務の中で、 例えば障害者福祉は何をやる のでし ょ う か。  

森口補佐： 基本的には、 重度障害者など障害者手帳の管理、 手当関係です。  

太田委員： 何を標準化する のか。 ある 程度仕事が固定し ていないと 、 標準化でき ないのではな

いでし ょ う か。  

森口補佐： そう です。  

太田委員： 国保と か後期高齢医療と かは何をやる のでし ょ う か。  

森口補佐： 保険証などです。  

太田委員： こ れはマイ ナンバーと 結びつき ま すね。 税金と も 結びつき ま すね。  

森口補佐： はい。  

太田委員： 市で既存のシス テムが動いている 中で改定し ていく わけですが、 大変ですね。  

森口補佐： ３ 年ぐ ら い前から 始めていて、 よ う やく 来年度ス タ ート し ま す。  

太田委員： 感想でいいのですが、 市のメ リ ッ ト は本当にある のでし ょ う か。 国の行政に合わせ

ろと いう 話、 法律ができ ている から 有無を言わさ ず。 市と し ては壊し て作り 直すこ と

になり 、 通常業務をやり ながら では大変だと 思いま す。  

森口補佐： 今ま でと 合う 部分も あれば合わない部分も ある ので、 特に合わない部分を合わせる

のは大変です。  

太田委員： 移行期に当たっては、 住民サービス にも 影響が出る のではないでし ょ う か。  

森口補佐： そこ は影響ないよ う にやっていき ま す。  

 

川俣委員： シス テム開発業者も 各自治体ま ちま ちですが、 業者を変えた場合の費用や、 統一の

メ リ ッ ト はなんでし ょ う か。  
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森口補佐： 将来的には、 同じ シス テムなので業者の乗り 換えも 可能になり ま す。  

川俣委員： 業者の選定の自由が可能になる のでし ょ う か。 違約金などは発生し ないのでし ょ う

か。 業者に特許権がある のではないでし ょ う か。  

伊澤部長： 統一さ れる ので、 業者の変更も 可能です。  

川俣委員： 国のシス テムに全部合わせていく 、 と いう こ と でし ょ う か。 下野市がやり たいシス

テムではなく 、 国で一本化さ れる と いう こ と でし ょ う か。  

森口補佐： 様式も 統一さ れ、 どこ のシス テムを使っても 同じ も のができ る よ う になり 、 職員の

使い勝手も 同じ になり ま す。  

川俣委員： そう なる と 、 どこ の業者でも 同じ と いう こ と になる のでし ょ う か。  

 

中村会長： 下野市の行革と いう こ と で重要なこ と だと 思いま すが、 選べる ほど会社がある ので

し ょ う か。  

森口補佐： 下野市の場合は 20 業務のう ち 19 業務は同じ 業者で、 栃木県内も ほと んど同じ 状況

です。 他の自治体では、 移行困難団体と いって、 シス テム移行が間に合わない自治体

も あり ま す。 一本化でき ないと いう こ と で、 撤退する 業者も いま す。 栃木県内では、

戸籍以外は順調に進んでいま す。  

中村会長： 業者によ ってはたく さ んの自治体を抱え込んでいる ので手が回ら ないと いう こ と も

ある でし ょ う 。  

 

柳沢委員： 日本全国の市町村で 7 年度末ま でに導入する こ と が決ま っていま す。 こ れだけ事業

費をかけている 中で、 今使っている シス テムはどれく ら い前に導入し たのでし ょ う

か。  

森口補佐： 住民票や税などは昭和の時代から 導入さ れていま す。  

柳沢委員： 20 事業それぞれだったシス テムを、 今回統一化する のでし ょ う か。  

森口補佐： はい。  

柳沢委員： 必要な投資と いう こ と では理解し ま し た。  

 

川俣委員： 国でも 市町村の情報を調べら れる こ と になる のでし ょ う か。 重度障害者の氏名など

も 調べら れる のでし ょ う か。  

森口補佐： セキュ リ ティ を制限する ので、 国も 、 市区町村も 他の自治体の情報を見る こ と はで

き ま せん。  

 

太田委員： マイ ナンバーを持っている のは国なので、 マイ ナンバーと く っついていれば見れて

し ま う のではないでし ょ う か。 ただ、 市の方にそれを聞いても 、 答えら れないと 思い

ま す。  

 

太田委員： 戸籍の発行などの手続き はオンラ イ ンででき る よ う になる のでし ょ う か。  

森口補佐： 住民票はコ ンビニででき ま す。 戸籍の附票は今お答えでき ま せん。  

 

中村会長： 生活者と し て見た場合には、 国のシス テムに乗る と 、 分から ないこ と だら けで怖い

気も し ま す。  

 

川俣委員： 戸籍のシス テムが遅れている のは、 ふり がなをつける こ と になる から でし ょ う か。  

森口補佐： それと はま た別で、 戸籍についてはシス テム開発の遅れによ る も のです。  

 

中村会長： 今後の見通し はどう なる のでし ょ う か。 保険証などは紙も 残る よ う な話を聞き ま し

たが、 国の方針だから 流動的な部分も ある のでし ょ う か。  

森口補佐： 国から の通知を受けて政府の方針に沿った対応をし ていく こ と になり ま す。 ただ、

シス テム標準化を行う こ と は確定し ていま す。  

中村会長： 将来、 20 事業以上に拡大し ていく のでし ょ う か。  

森口補佐： その可能性はあり ま す。  
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金田委員： 一緒になる こ と の懸念はセキュ リ ティ です。 ま た、 現状でも シス テムが使えなく な

る 時間が結構多いので、 一つやら れる と 他に波及する こ と も ある と 思いま すが、 その

点についてどう なっている のでし ょ う か。  

森口補佐： デジタ ル庁で厳格なセキュ リ ティ 基準を設けており 、 そこ に合致する シス テムを導

入し ま す。 市でも 国の基準に基づいたセキュ リ ティ ソ フト を導入し ていま す。  

金田委員： セキュ リ ティ は強化し ていただき たいです。 二重三重の構えがあれば、 マイ ナンバ

ーカード の使用率、 普及率が上がる のではないでし ょ う か。 結構大き な会社でも デー

タ 流失などある ので、 気を付けていただき たいです。  

 

中村会長： それでは、 以上で「 基幹系シス テム管理事業」 のヒ アリ ングを終了いたし ま す。 説

明者は交代をお願いし ま す。  

 

 

中村会長： 続いて、 「 養育支援訪問事業」 について説明をお願いし ま す。  

【 子ども 家庭センタ ーよ り 資料２ －２ について説明】  

 

中村会長： あり がと う ございま す。 それでは、 ただ今の説明を踏ま えて、 委員の皆様から 質問

はございま すか。  

 

中村会長： 活動内容に対し て事業費の規模が少なすぎる よ う に感じ ま すが、 妥当なのでし ょ う

か。  

大山センタ ー長： 会計年度職員の人件費を R6 年度は月 8 日で計上、 委託費（ 家事援助） は 2030

円/時で R5 年度の実績は 55 時間で 11 万円です。  

中村会長： 育児援助と 家事援助でどちら が多いのでし ょ う か。  

大山センタ ー長： 比率でいう と 、 保健師によ る 相談対応、 育児援助が時間数や回数が多いで

す。  

 

太田委員： 対象者の把握の仕方が難し いと 思いま す。 ルート に乗ればよ いですが、 乗ら ない場

合どう し ている のでし ょ う か。 民生委員の活用はし ている のでし ょ う か。  

伊澤課長補佐： 主任民生委員には年度初めに対象児童をお知ら せし ていま す。  

太田委員： 主任児童委員は全地区にいま せん。 民生委員は中学校単位でいる ので、 だいたい分

かり ま す。 妊娠届をし ない方が問題で、 表面化し て問題が起き た時に初めて分かる

が、 起き てから では意味があり ま せん。 潜在的な方を把握する のかが一番難し く 、 ル

ート に乗ればよ いですが、 本当の問題はその前にあり ます。  

 

中村会長： 把握でき ない部分はどう 対応する のでし ょ う か。  

大山センタ ー長： 健康診断未受診者はと っかかり があり ま せん。  

伊澤課長補佐： 外と 関わら ない妊婦も いら っし ゃる ので、 地域の方の目はあり がたいです。  

 

中村会長： アンケート に書く 人は、 率直に書く のでし ょ う か。  

大山センタ ー長： 妊娠が分かった時の気持ちや不安なこ と 、 相談相手などチェ ッ ク でき る 質問

項目になっていま す。  

 

髙橋委員： 市民評価ヒ アリ ング対象事業を選ぶ際に、 「 特定妊婦や生後 4 か月の全戸訪問」 が

目につき ま し た。 全戸で皆さ んと 話ができ たのでし ょ う か。 それなら 素晴ら し いこ と

です。 会えば言葉以外にも いろいろなこ と が伝わる と 思いま す。 さ ら に、 追跡し てい

く のはいいこ と なので、 それがう ま く 回っていけばと 思いま す。  

大山センタ ー長： （ 全戸訪問事業は） 国の児童福祉法で定めら れていま す。 職員で全員回る の

は無理なので、 助産師会に委託し て回っていま す。 問題がある 妊婦であれば、 職員が

直接訪問し ま す。  
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伊澤課長補佐： 市の事業と し て伴走型支援事業等があり ま す。 生後 4 か月は国の事業ですが、

下野市ではそれ以後も おむつ券の配布を通し て訪問、 フォ ロ ーし ていま す。  

中村会長： 独自の支援、 素晴ら し いと 思いま す。  

 

太田委員： 対象の家庭は、 母子家庭やＤ Ｖ 家庭など が多いのでし ょ う か。 どんな状態だったの

でし ょ う か。 3 か月で切る のはど う なのでし ょ う か。 基準はある のでし ょ う か。  

伊澤課長補佐： 3 か月は一つの指標ですが、 ケース によ ってはそれ以上関わる ケース も あり ま

す。 保護者のメ ンタ ルに問題がある 場合は、 障がい者の担当課につなぎま す。 概ね 3

か月の間に次の支援に繋げていき ま す。  

太田委員： 3 か月でよ いかどう かは、 家庭の状況にも よ り ま すが、 一律 3 か月で大丈夫なのでし

ょ う か。 3 か月で問題が収ま る のでし ょ う か。 どこ で手を放すかは重要だと 思いま

す。  

大山センタ ー長： 3 か月ごと に評価を行い、 継続する か、 終了する かを判断し ま す。 ほかのサー

ビス につなげて、 終了する ケース も あり ま す。 どのよ う な家庭か、 と いう 点につい

は、 ネグレ ク ト で不衛生な状態、 子育てに手が回ら ない方が多いです。 その場合は家

事援助に入り ま す。  

太田委員： ネグレ ク ト は母親に精神障害や知的障害がある 可能性があり ま すが、 そこ ま で把握

し てやっている のでし ょ う か。  

大山センタ ー長： こ の事業は 3 か月で終わる かも し れないが、 フォ ロ ーし 、 他のサービスにつ

ないでいき ま す。  

太田委員： 施策にする 際に、 深みのある も のにし ていく べき と 思いま す。 つなぐ と 、 隙間がで

き ま す。 参考ですが、 広島県みつぎ町は保険と 福祉を 30 年前に一体にし て、 つなぎ

の隙間をなく し ま し た。 全国的にも 同様の動き があり ます。 同じ 課で常時情報を共有

し ていま す。 そのく ら いにし ないと 、 本当の援助ができ ま せん。 その辺の工夫が必要

です。 縦割り は責任が明確になり ま すが、 こ ぼれ落ちる 部分があり ま す。 子育ては長

期戦なので、 大変ですが、 そのよ う な視野で見ていただき たいと 思いま す。  

 

中村会長： それでは、 以上で「 養育支援訪問事業」 のヒ アリ ングを終了いたし ま す。 説明者は

交代をお願いし ま す。  

 

  

中村会長： 続いて、 「 特別保育補助事業」 について説明をお願いし ま す。  

【 子育て応援課よ り 資料２ －３ について説明】  

 

中村会長： あり がと う ございま す。 それでは、 ただ今の説明を踏ま えて、 委員の皆様から 質問

はございま すか。  

 

金田委員： 保育所のおむつ処分料について、 来年は月 600 円ですが、 物価高騰を考慮し たので

し ょ う か。  

浅香課長： 600 は R7 年度の見込み人数（ 600 人） です。 単価は今年度と 同じ 300 円で変わり ま

せん。  

金田委員： 園によ り 、 持ち帰り などおむつの処分方法が違う と 聞き ま し たが、 下野市は統一な

のでし ょ う か。  

浅香課長： 定額（ 300 円） の補助なので、 それ以上の処分費がかかる 場合は、 保護者から 徴収し

ている 園や、 園によ ってはおむつを園で処分せずに保護者に返し ている 園も あり ま

す。  

金田委員： 保管場所の問題も ある と 思いま す。  

浅香課長： 市と し ては、 衛生面でも 園での処分を推奨し ており 、 使用済みおむつ保管用ごみ箱

も 市で補助し て設置し ていま す。  

金田委員： 産業廃棄物になる のでお金がかかる と 聞いたこ と があり ま す。  
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太田委員： 事業全体が「 特別保育」 と なっていま すが、 特別支援を必要と する 児童、 と はど う

いう も のなのでし ょ う か。  

浅香課長： 療育手帳を所持し ている お子さ ん、 医師の診断などによ り 発達障害など がある 、 特

別な支援が必要になる 児童に対する も のになり ま す。  

太田委員： 人数は？保育園から の申請なのでし ょ う か。  

浅香課長： 支援児数は、 表に記載（ R5 は 2・ 3 号が 25 人、 1 号が 25 人） し ており ま す。 保育園

から の申請です。  

太田委員： 結構多いですね。 支援児童数は下野市は多いのでし ょ う か。  

浅香課長： 市の独自補助なので、 他市町と の比較データ は持っていま せん。  

 

中村会長： 副食費の話が先ほどあり ま し たが、 給食費の補助はやら ないのでし ょ う か。  

浅香課長： 給食費は各園が保護者から と っていま す。 副食費は国の基準で 4800 円/月と なって

いま す。 副食費を含めた給食費は、 園がそれぞれ定めている ので、 市で一律の補助が

し にく く なっていま す。  

中村会長： 主食費は園によ って違う のでし ょ う か。  

浅香課長： 給食費は 7000 円～7500 円く ら いで、 う ち 4800 円が副食費です。  

 

金田委員： はばたき 支援事業で今ま でどのよ う なこ と をやったのでし ょ う か。  

浅香課長： 例えば、 単なる 英会話教室ではなく ネイ ティ ブの外国人を呼んで交流、 お茶の作法

体験、 着物の体験など伝統文化事業を行っている 園も あり ま す。 幼小連携（ 小学校訪

問、 1 年生と の交流） なども あり ま す。  

 

中村会長： 他市と 比べて手厚いのでし ょ う か。  

浅香課長： 支援を要する 子供への補助などは市の単独事業ですので、 隣の市ではやっていない

も のになり ま す。  

中村会長： 子育て支援施設を重要な社会資源と と ら え、 その運営を補助金で支援し ていく と い

う のはいい考え方だと 思いま す。  

 

太田委員： し も つけっ子、 子育て支援をこ れだけやっている 、 と いう のを PRし たら よ いと 思い

ま す。 移住者を呼び込む施策になる のではないでし ょ う か。  

浅香課長： PRチラ シを後ほど 配布し ま す。  

 

中村会長： 1 号は 3 歳以上で両親のどちら かが働いていないと のこ と ですが、 傾向と し ては、 今

は共働き が多いのでし ょ う か。  

篠原課長補佐： 共働き 世帯の割合が多く 、 さ ら に 3 号（ 満 3 歳未満で共働き 世帯） が年々増え

ていま す。  

 

太田委員： 保育園の入所について、 就労が原則と なっていま すが、 仕事をし ていなく ても 、 保

育園に入れる のでし ょ う か。  

篠原課長補佐： 求職活動、 介護、 妊娠出産などの理由でも 入所でき ま す。  

 

中村会長： それでは、 以上で「 特別保育補助事業」 のヒ アリ ングを終了いたし ま す。 こ こ で５

分間の休憩に入り ま す。  

 

 

中村会長： 続いて、 「 道の駅し も つけ修繕・ 拡張事業」 について説明をお願いし ま す。  

【 商工観光課よ り 資料２ －４ について説明】  

 

中村会長： あり がと う ございま す。 それでは、 ただ今の説明を踏ま えて、 委員の皆様から 質問

はございま すか。  
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中村会長： 開業から 13 年？（ 14 年目） 。 我々にと っても 新し い領域です。 前向き に拡張・ 修繕

と いう 意味での積極的な見直し で、 R7・ ８ 年度の事業費が足り ないと いう 意味の見直

し ではないと いう こ と ですね。  

 

太田委員： 今、 株式会社ですが、 市は大株主なのでし ょ う か。 それと 関連し ま すが補助金（ 国

庫支出金） がも ら えていま すが、 その辺の関係はどう なっている のでし ょ う か。 社会

資本整備総合交付金と はどう いう も のなのでし ょ う か。 体験型・ 滞在型の施設のイ メ

ージは？コ ンセプト はでき ている のでし ょ う か。  

関課長： いわゆる 第三セク タ ーで、 株数は 1160 です。 そのう ち市が 73%の株を保有し ていま

す。 その他は宇都宮農協、 小山農協、 下野・ 石橋商工会、 足銀、 栃銀、 小山信用金庫

が株主です。  

補助金（ 社会整備） については、 今後用地の拡張を検討し ている ため、 道の駅に投入

でき る 特定財源メ ニュ ーを活用し ていま す。 社会資本整備交付金については、 造成工

事に活用でき る 補助金と し て考えていま す。  

滞在型については、 年間 240 万人の来場者があり 、 県内ト ッ プク ラ ス ですが、 13 年

たっており 、 店舗の入れ替えなども 行い、 来場者のニーズに応えていま すが、 買って

帰る だけではなく 、 一日過ごせる 施設、 多世代で体験でき る 、 大人～子供ま で過ごせ

る 施設を想定し 、 用地の拡張を検討し ていま す。  

 

中村会長： 滞在型は、 エリ アを拡張し て、 道の駅の中で一日滞在する と いう こ と でし ょ う か。  

関課長： 施設内での滞在と し ては、 いちご狩り など の体験農園のほか、 近隣の観光資源の周遊

によ る 滞在も 考えら れま す。  

中村会長： 周り も 含めれば散策、 自転車など、 いろいろ膨ら むと 思いま す。  

 

川俣委員： ま だ具体的内容は決ま っていないのでし ょ う か。 会議室をつぶし て売り 場面積を広

げる と いったこ と を考えている のでし ょ う か？ 

関課長： 具体的には決ま っていま せん。 店舗面積が十分か、 売り 場面積の拡張、 求めら れる ニ

ーズに合わせた店舗の入れ替えなども 含め、 今の施設を活かすのか、 リ ニュ ーアルす

る のか。 子供が過ごせる 施設の整備も 検討し たいと 考えていま す。  

川俣委員： いちご狩り ができ る 施設を入れては、 と いう 案があり ま し た。 出店者の問題がある

と のこ と でし たが、 他の道の駅も 色々やっている ので、 遅れを取ら ずにやる 必要があ

る と 思いま す。 そのために用地は必要で、 北側か東側の隣接地が候補になる と 思いま

す。  

関課長： 体験農園は一つの選択肢です。 道の駅と 話す中で、 維持管理が懸念材料です。 地域の

農家の協力も 必要と 考えていま す。 道の駅でマンゴーやバナナを栽培し ている 事例も

あり ま す。 詳細検討はこ れから になり ま す。  

 

中村会長： 立派な会議室は、 し も つけ道の駅の強みだが、 利用状況はど のく ら いなのでし ょ う

か。 あれだけ立派なのは珍し いと 思いま す。  

関課長： コ ロ ナ禍で落ちま し たが、 盛り 返し ていま す。 定期的に物産展の会場と し ても 使って

いま す。 会議だけでなく 、 催し 物での活用も し ていま す。  

 

中村会長： こ れだけ人が来る と 、 ごみの問題はないのでし ょ う か。 持ち込みごみも ある と 聞き

ま すが、 課題はないのでし ょ う か。  

関課長： 今のと こ ろ、 苦情は聞かないです。 夜間の駐車や暴走族の集合などについては近隣か

ら の苦情も あり ま す。 道の駅なので 24 時間開けておかなく てはいけない。  

中村会長： 魅力的な空間になる ほど、 マナーの問題は出てき ま すね。  

太田委員： 下野警察署に定期的なパト ロ ールをお願いし たら よ いと 思いま す。 取り 締ま ら なく

ても 巡回だけで効果的です。 責任ある 人が挨拶を一言すればよ いと 思いま す。  
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中村会長： 今後の拡張の具体的な内容はどのよ う なも のなのでし ょ う か。 支配人（ 現場スタ ッ

フ） の意向を重視し ている のでし ょ う か。  

関課長： 道の駅支配人の意向、 市の希望、 利用者のニーズを踏ま えて検討し ていき ま す。  

中村会長： 今朝、 市貝町の道の駅が基準に達し ていないと いう 記事があり ま し たが、 その点は

要注意です。  

関課長： 下野市は今のと こ ろ建築確認等と っており 、 心配あり ま せん。  

中村会長： 道の駅し も つけのアク セス 性は素晴ら し いです。 拡張の余地がある のも 恵ま れてい

る と 思いま す。  

 

金田委員： 道の駅に太陽光があったが、 どれく ら いの電力をま かなえている のでし ょ う か。 今

後も 太陽光パネルを使う のでし ょ う か。  

関課長： 屋根の太陽光は故障中で、 現在使えていま せん。 今後のリ ニュ ーアルに併せて、 カー

ボンニュ ート ラ ルの観点、 防災機能を備えた施設にする ため、 太陽光や自家発電など

を充実さ せる こ と も 検討し ていき たいです。  

 

太田委員： 道の駅は結構好き であちこ ち行っていま すが、 広場がある と こ ろが多いです。 催し

物などをやっていま す。 広場も 拡張の際に検討し てはどう でし ょ う か。 も う 一つ、 準

高速のよ う な新４ 号沿いで、 関係人口にと って利便性が高く 、 県外、 市外の人の利用

が多い状況です。 問題は市内の人も 利用でき る 利便性も 考える べき で、 暇でお金を使

える 高齢者を集客のタ ーゲッ ト にし て、 交通対策課の話になる かも し れま せんが、 バ

ス を入れてはどう でし ょ う か。 車のない高齢者や子供、 高校生なども 来たいはずで

す。 市民の恩恵が少ないと 思いま す。  

 

中村会長： 防災も 子供に楽し んで学んでも ら えばと 思いま す。  

 

川俣委員： ふれあい館は道の駅が指定管理ですが、 それと の連携は考えていないのでし ょ う

か。 キャ ンプ場と プラ ス アルファ などはないのでし ょ う か。  

関課長： 連携と し て道の駅から 三王山キャ ンプ場に食材提供を行っていま す。 道の駅に来た人

にふれあい館など市内をめぐ っても ら う 方策も 考えていき たいです。  

川俣委員： 周遊バス を回すのも 一つの方法だと 思いま す。  

 

中村会長： それでは、 以上で「 道の駅し も つけ修繕・ 拡張事業」 のヒ アリ ングを終了いたし ま

す。 説明者は交代をお願いし ま す。  

 

 

中村会長： 最後に、 「 児童生徒就学援助費事業」 について説明をお願いし ま す。  

【 学校教育課よ り 資料２ －５ について説明】  

 

中村会長： あり がと う ございま す。 それでは、 ただ今の説明を踏ま えて、 委員の皆様から 質問

はございま すか。  

 

中村会長： 就学奨励費の対象と なる 小中学生が 150 名は、 かなり 多く て驚き ま し た。 特別支援

学級に通う 生徒が多いと いう こ と なのでし ょ う か。 他の自治体と 比べた人口比は多い

のでし ょ う か。  

石島課長： 就学奨励費は国の基準が決ま っており 、 就学援助費よ り 所得額の基準が高いです。

就学援助費の方がかなり 困窮をさ れている 方を対象と し ていま す。 ある 程度の所得が

あっても 、 特別支援学級での活動において別経費がかかる こ と から 、 対象と なってい

ま す。 就学奨励費の方が基準が低いです。  

青木主幹： 援助費も 奨励費も 基準は他の自治体と ほぼ同じ です。  

 

太田委員： 特別支援学級に就学する 保護者に対する 援助は、 どう いう 理由で行っている のでし
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ょ う か。 保護者は通常学級に通う こ と 比べて負担がある のでし ょ う か。  

石島課長： 特別支援学級に通う 子供は何ら かの障がいがあり ま す。 知的、 自閉症・ 情緒学級な

どに所属する 児童です。 教材費などが余計にかかり ま す。  

太田委員： 特別支援学校に通う 生徒への補助はある のでし ょ う か。  

石島課長： 特別支援学校は県立学校なので、 県から 補助があり ま す。  

 

太田委員： 就学援助費と 特別支援学級奨励費はだぶら ないのでし ょ う か。  

石島課長： 就学援助費が優先になり ま す。 両方も ら える 訳ではあり ま せん。 生活に苦し い家庭

を対象に就学支援を実施し 、 就学援助を受けていない家庭のう ち、 特別支援学級に通

う 児童に対し て、 奨励費を支給し ていま す（ 二重支給はし ていない） 。  

 

中村会長： 申請がなければ支給し ないと いう 形ですが、 行政側から 捕捉する よ う な対応はする

のでし ょ う か。 対象になる のに申請し ない人はいる のでし ょ う か。  

石島課長： 就学時健診の際に全新入生保護者に案内を配布し ていま す。 社会福祉課から 対象家

庭には別途通知し ていま す。  

中村会長： 年間の世帯所得は市でわかる のでし ょ う か。 資格がある のに申請し ない人はいない

と いう こ と でし ょ う か。  

石島課長： 住基シス テムから 所得は分かる ので、 捕捉でき ま す。  

 

川俣委員： 特別支援奨励費の対象者には所得制限はないのでし ょ う か。  

石島課長： 制限はあり ま すが、 就学援助費よ り は基準が緩いです。 R6 年度は市内児童生徒数

4288 名に対し て 241 名が就学援助の対象になり ま し た。 就学奨励費の方は小中併せ

て 189 名のう ちの 135 名が対象と なり ま し た。  

川俣委員： 毎年申請なのでし ょ う か。  

石島課長： 毎年、 収入に応じ た審査になり ま す。  

 

太田委員： 入学準備金の案内について、 （ ３ ） 一番下の「 保護者の職業が不安定」 と いう のは

どのよ う に把握する のでし ょ う か。 注意事項の４ について、 「 必要に応じ て・ ・ ・ 」

と いう 記載がある が何の情報を何のためにやる のかでし ょ う か。  

石島課長： 以前は民生委員のご意見をいただいていたが、 今はシス テムで把握でき る ので、 細

かい意見は聞かずに対象と し ていま す。 状況によ っては、 民生委員から 聞かれた場合

に答える ケース があり ま す。  

生活状況については、 書類を提出し ていただいて、 審査し ま す（ 前年度の所得、 家賃

や生活費、 収入の不安定性など）  

太田委員： そこ ま で踏み込んで対応し ている のはよ く やっている と 思いま す。  

石島課長： 申請さ れても 基準を超えている ケース も 年に数件あり ま す。  

 

中村会長： 医療費と いう のは、 小中学生は無料になっている が、 下野市はそう なっていないと

いう こ と でし ょ う か。  

石島課長： 医療費については下野市は 18 歳ま で無料なので、 実際には医療費は支出さ れていま

せん。  

 

川俣委員： 審査のために、 家族全員の収入がこ れだけなのでし ょ う か。 世帯主だけではないの

でし ょ う か。  

石島課長： 世帯全員の収入です。  

川俣委員： 税を申告し ていなく て、 ゼロ の場合は、 税務課と 調整し ながら 申告する よ う 指導す

る のでし ょ う か。  

青木主幹： 世帯収入を税務課に照会し て、 未申告があれば申告を促し ま す。 申告し ないと 就学

援助の審査は保留になり ま す。  

 

中村会長： それでは、 以上で「 児童生徒就学援助費事業」 のヒ アリ ングを終了いたし ま す。  
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事務局： 3 番目の特別補助事業のヒ アリ ング担当者から 、 子育てに関する 追加資料がある ので、

配布さ せていただき ま す。  

 

 

（ ３ ） 全体協議 

中村会長： それでは次に、 全体協議を行いま す。  

 

中村会長： 評価シート の記入に当たって確認し たいこ と 、 ヒ アリ ングの感想などあれば率直に

言ってく ださ い。  

なかなか国の基盤と なる と 、 評価し にく い部分も あり ますね。 道の駅は、 課題と いう

よ り 、 新し い視点での見直し と いう こ と です。  

 

中村会長： 特になければ、 全体協議を終了し ま す。  

 

 

（ ４ ） その他 

中村会長： 事務局から その他ございま すか。  

 

事務局： 5 点ございま す。  

①  第 2 回の資料と と も に郵送し ま し た第 1 回の議事録について、 確認依頼が遅く なり 申

し 訳あり ま せんでし た。 11/8 ま でに修正の有無をご回答く ださ い。 金田委員、 柳澤委

員には第 3 回の会議の際にご署名をいただき たいと 考えていま す。  

② 第 2 回の議事録については、 第 3 回終了後に、 2 件ま と めて送付し 、 内容の修正につい

て照会し ま す。  

③ 会議の報酬についても 、 第 2 回第 3 回の合算にて、 12/15 に支払予定と なり ま す。  

④ 本日分の評価シート について、 ご記入が終わっている 方はそのま ま 本日ご提出いただ

き 、 お持ち帰り さ れる 方は１ １ /１ ５ の次回会議に持参く ださ い。  

⑤ １ １ /１ ５ 開催の第 3 回行革委員会における ヒ アリ ング対象 5 事業の資料は、 作成次第郵

送いたし ま す。 次回会議ま でにお目通し 頂く と と も に、 会議当日はご持参く ださ い。  
 

中村会長： 第 1 回の議事録について、 修正ある 場合のみ、 回答をすればよ いでし ょ う か。 メ ー

ルでも よ いでし ょ う か。  

事務局： ある 場合のみ、 電話でも f ax でも 構いま せん。  

 

中村会長： 評価シート は、 11/15 ま でに出せばよ いか。  

事務局： 11/15 よ り 早く ても 構いま せん。  

 

 

中村会長： 本日の議題については以上ですので、 進行を事務局にお渡し し ま す。  
 

 

○閉会 

川俣課長： 以上で令和６ 年度第二回下野市行政改革推進委員会を閉会いたし ま す。  

 

以上 

 

  




